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補正用電解質液

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】
⑴　肝障害、腎障害のある患者［症状が悪化するおそれが
ある。］

⑵　血中アンモニア増加のある患者［症状が悪化するおそ
れがある。］

【組成・性状】
1．組成
本剤は1管（20mL）中に塩化アンモニウム（NH4Cl）5.35g（5mol/L）を
含有する。
〈電解質組成〉　NH4＋　100mEq/20mL

Cl－　　100mEq/20mL
2．製剤の性状
本剤は無色澄明の注射液である。
pH　　　　4.0～5.0（規格値）
浸透圧比　約32（生理食塩液に対する比）

【効能・効果】
高度な低クロール性アルカローシスの是正における電解質補
液の電解質補正

【用法・用量】
本剤（5mol/L塩化アンモニウム溶液）を他の電解質液に適宜必
要量を混じて点滴静注する。投与速度は20mEq/hr以下とする
こと。小児は年齢に応じて減量する。

【使用上の注意】
1．重要な基本的注意
⑴　本剤は電解質の補正用製剤であるため、必ず希釈して
使用すること。

⑵　電解質平衡及び酸・塩基平衡の是正は徐々に行うこと。
⑶　過量投与にならないよう血漿重炭酸濃度、血液pHを
測定するなど管理を十分に行いつつ投与すること。

2．副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調
査を実施していない。
副作用が認められた場合には、投与を中止するなど適切
な処置を行うこと。
急速投与：筋痙攣、痛覚刺激への反応減弱、徐脈、呼吸
不整を起こすことがあるので十分注意すること。

3．高齢者への投与
一般に高齢者では生理機能が低下しているので、投与速
度を緩徐にし、減量するなど注意すること。

4．適用上の注意
⑴　調製方法：本剤は使用に際して、よく混合されるよう

注意すること。
⑵　投 与 前：①投与に際しては、感染に対する配慮をす

ること（患者の皮膚や器具消毒）。
②開封後直ちに使用し、残液は決して使用
しないこと。

【取扱い上の注意】
⑴　安定性試験
最終包装製品を用いた長期保存試験（25℃、相対湿度60％、3
年間）の結果、本剤は通常の市場流通下において3年間安定で
あることが確認された1）。

⑵　包装内に水滴が認められるものや内容液が着色又は混濁してい
るものは使用しないこと。

【有効成分に関する理化学的知見】
一般名：塩化アンモニウム（Ammonium Chloride）
分子式：NH4Cl
分子量：53.49
性　状：無色の結晶又は白色の結晶性の粉末又は塊で、においはな

く、味は塩辛く冷感がある。水又はグリセリンに溶けやす
く、エタノールに溶けにくく、エーテルにほとんど溶けな
い。
やや吸湿性である。
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【包装】
塩化アンモニウム補正液5mEq/mL
20mL　10管　プラスチックアンプル入り
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